
桃MOMO通信

≪What‘s new≫ ＨＰにて【ＭＯＭＯの活動情報ブログ】も随時アップ中です！
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ゴールデンウィークは、どのようにお過ごしでしたか？
私は、比較的ゆっくり過ごすことができ、いくつかの展覧会に足を運ぶことが出来ました。

その一つが八代市立博物館未来の森ミュージアムで開催中の「京都相国寺と
金閣・銀閣の名宝展」。なんと！足利義満・足利義政ゆかりの墨蹟・絵画、中国・
朝鮮の陶磁器や本阿弥光悦・野々村仁清・尾形乾山らの名品、そして牧谿・雪舟・
長谷川等伯・伊藤若冲ら巨匠たちの名画など、選りすぐりの名宝58点（重要文財

10点を含む）が展示されていました。これらのコレクションがまとまって公開される
のは、熊本県内初！！とのこと。未来の森ミュージアムの目の前には、細川家
ゆかりの国指定名勝「松浜軒」がありますが、この展覧会も、細川家と足利家の
関係から実現したとのこと。細川家の豊かな歴史を改めて感じることができました。

そして、もう一つは全国で250万人を超える来場者を数えた「アートアクアリウム」（於：ＪＲ九州ホール）。
日本列島縦断を敢行し、ようやく福岡・博多で「～博多・金魚の祭～」をテーマに開催。和をモチーフに
デザインされた水槽と光・映像など、最新の演出技術が融合した水中アート。
お祭りなどで目にする金魚から、なかなかお目にかからない高級品種まで、
とても幻想的で、彩り鮮やかな空間を堪能することができました。江戸時代
から日本の生活に根差してきた“金魚”が、こんなに斬新な芸術になる・・
ということに素直に感動しました。

また、熊本県立美術館では「ピカソ～版画に魅せられた巨匠～」、熊本市現代美術館では「草間彌生～
永遠の永遠の永遠」と、人気作家の展覧会も開催中ですよね。

身近な場所で、古美術から最新アートまで楽しむことができる環境があることに感謝。忙しい日々が続くと、
ついついアウトプットすることに必死になってしまいがちですが、いつでも柔らかな感性を持ち続けられるよう、
インプットする時間を大切にしていきたいなぁと改めて思いました。

【 展覧会のご案内 】 ※アートアクアリウムは先週末で終了しております。

■「京都相国寺と金閣・銀閣の名宝展」（於：八代市立博物館未来の森ミュージアム）
2014年4月25日（金）～6月1日（日）

■「アートアクアリウム」（於：ＪＲ九州ホール）
2014年3月21日（金・祝）～5月11日（日）→終了

■「ピカソ～版画に魅せられた巨匠～」（於：熊本県立美術館）
2014年3月29日（土）～5月18日（日）

■「草間彌生～永遠の永遠の永遠」（於：熊本市現代美術館）
2014年4月5日（土）～6月15日（日）

【 イベントの企画、運営を承っております 】

桃ＭＯＭＯでは、セミナー、会議から、パーティ、お祭りまで、
様々なイベントの企画、運営を行っております。
イベント当日まで、必要に応じて打ち合わせを行い、内容を
ご提案。マニュアル、台本の作成から、当日のディレクション、
ＭＣ（司会者）、スタッフの手配まで対応いたします。
お気軽にご相談ください。

→過去の実績はホームページにありますので、ぜひ、ご覧ください。

【つばめの宴】【木斛亭 美食倶楽部】

【CARINO WeekendLive】【い・ろ・は・すECOまつり】



◆◇おススメ・エンタ◇◆

◆◇桃タレントに直撃取材◇◆

◆◇いつかどこかで役に立つ？かも！！そんな「うんちく」ご紹介します ◇◆

株式会社 桃 ＭＯＭＯ
〒860-0001 熊本市千葉城町5-50 熊本メディアビル4Ｆ ＴＥＬ 096-319-8011 ＦＡＸ 096-319-8012  

一般労働派遣事業 般4３-300030 有料職業紹介事業 ４３-ユ-300093

弊社では、司会者・タレントの育成・派遣、各種イベント、セミナーの企画・運営、
各種メディアの企画・制作、人材派遣事業を行っております。

お気軽にお問合せください。（http://www.momo-j.net）

『あなたの年収は1分で決まる──現役アナウンサーが教える「稼ぐ人」の話し方』
＜紹介者・ 上野みさき＞

《MOMOタレント 一問一答 》

今月ご紹介するのは 【内山さよ】

◆端午の節句

あなたの年収は1分間の「話し方」が決めている、と。1分間で何を話すか?

自己紹介、商品のプレゼンテーションなど、ビジネスシーンにおいて、1分間

でどうやって話すか?それによって自分の年収が決まるといっている本です。

一度この方の講演会を聴きに行き、現役アナウンサーということもあり、

説得力もあったので、著書も購入しました。稼ぐための「話し方」をこの本で

は徹底的に伝えてあるので、とても勉強になります。

☆私の流行は？

緑のカーテン用に、朝顔を育てる。

☆私の自慢は？

120人くらいのオフィスフロアで内線電話を

しても生声が聞こえるくらい、声がデカイ。

☆普段のリラックス方は？

幼なじみとバカ話。

☆子供の頃の夢は？

お嫁さん。

☆将来の夢は？

ラジオDJとして、自分がセレクトした曲を

世に広める。

☆憧れの人は？

芯のある人。

☆私の趣味は？

音楽を聴く。

☆座右の銘は？

神様はその人が乗り越えられる試練し

か与えない。

☆好きな映画は？

「きっとうまくいく」 「コヨーテ・アグリー」

「プラダを着た悪魔」

☆好きなスポーツは？

熊本ヴォルターズ(バスケ)

★プロフィール★

イベントやブライダルMCとして活動！
バルーンアートパフォーマーとしても、
ステージを盛り上げています。
今後の目標は、ラジオＤＪ！！

今では 「子供の日」として、国民の祝日となっていますが、もともとは菖蒲（ショウブ）
や蓬（ヨモギ）を 軒先にさして、邪気を払う日だったと言います（奈良時代に中国から
伝わった風習だそうですが）。それが江戸時代以降、男の子の節句とされ、武家では
甲冑、のぼりを飾るのを真似て、町人のあいだにも武者人形や鯉のぼりを飾るように
なりました。この日はちまきを食べたり、柏餅を食べたりして、お祝いします。
端午の「端」は物のはし、つまり「はじまり」という意味で、「午」は干支や暦に出てくる
午（うま）のことですね。したがって、端午というのは、もとは月の端（はじめ）の午（うま）の日という意味で、5月に限っ
たものではありませんでした。しかし、午（ご）と五（ご）の音が同じなので、毎月5日を指すようになり、やがて（奇数の
重なることをおめでたいとする考え方から）、5月5日のことになったとも伝えられています（奇数の重なることをおめで
たいとする考え方は、他の五節句にも関係します）。

http://www.momo-j.net/

